
(57)【要約】

　　【課題】上腕骨外側上顆への負荷を弱めてテニス肘

の発症を予防し、テニス肘による痛みを軽減することが

出来るテニス肘治療具の提供。

　　【解決手段】テニス肘治療具１は、手首固定部２及

び指固定部３を備える。手首固定部２は、長手方向に伸

長可能であり、端部２２及び端部２３が引張られつつ手

首に巻き付けられ、端部２２及び端部２３が他端部側に

設けられたパイル部２１に取り付けられるように構成さ

れている。指固定部３は、長手方向に伸長可能な紐状で

、分岐部３３で分岐しており、分岐部３３が指の背側の

付け根部に合わせられ、分岐した側の端部３１及び端部

３が、引張られつつ上記付け根部の両側で折り返されて

、手首固定部２に取り付けられるように構成されている

。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 長 手 方 向 に 伸 長 可 能 で あ り 、 一 端 部 が 引 張 ら れ つ つ 手 首 に 巻 き 付 け ら れ て 上 記 一 端 部 が
他 端 部 側 に 取 り 付 け ら れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 手 首 固 定 部 と 、
　 そ の 長 手 方 向 に 伸 長 可 能 な 紐 状 で あ っ て 、 所 定 位 置 の 分 岐 部 で 分 岐 し て お り 、 上 記 分 岐
部 が 指 の 背 側 の 付 け 根 部 に 合 わ せ ら れ 、 分 岐 側 の 両 先 端 部 が 引 張 ら れ つ つ 上 記 付 け 根 部 の
両 側 で 折 り 返 さ れ て 、 上 記 両 先 端 部 が 上 記 手 首 固 定 部 に 取 り 付 け ら れ る よ う に 構 成 さ れ て
い る 指 固 定 部 と
を 備 え る テ ニ ス 肘 治 療 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 手 首 固 定 部 の 一 端 部 と 他 端 部 と に 面 フ ァ ス ナ が 設 け ら れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の テ
ニ ス 肘 治 療 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 指 固 定 部 の 分 岐 側 の 両 先 端 部 に 、 面 フ ァ ス ナ が 設 け ら れ て い る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記
載 の テ ニ ス 肘 治 療 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 指 固 定 部 の 非 分 岐 側 端 部 が 、 上 記 手 首 固 定 部 に 着 脱 自 在 に 構 成 さ れ て い る 請 求 項 １
か ら ３ の い ず れ か に 記 載 の テ ニ ス 肘 治 療 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 テ ニ ス 肘 を 治 療 又 は 予 防 す る た め の テ ニ ス 肘 治 療 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 テ ニ ス 肘 は 、 繰 り 返 さ れ る 微 少 外 力 を 原 因 と す る 手 根 伸 筋 腱 の 上 腕 骨 外 側 上 顆 付 着 部 に
お け る 付 着 部 障 害 で あ る 。 従 来 、 テ ニ ス 肘 は 名 称 の 通 り 、 テ ニ ス 等 に よ っ て 手 関 節 に 強 い
機 械 的 負 荷 が か か る こ と に よ っ て 生 じ る 疾 患 で あ る と 考 え ら れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 現 代 で は 、 主 婦 や 事 務 員 等 の 軽 作 業 に 従 来 す る 人 に も テ ニ ス 肘 が 頻 発 し て い る
。 テ ニ ス や ゴ ル フ 等 の ス ポ ー ツ に よ る 発 症 は 僅 か ３ ０ ． ８ ％ で あ り 、 主 婦 や 軽 作 業 に よ る
発 症 （ ４ ７ ． ６ ％ ） よ り も 少 な い こ と が 報 告 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ の 理 由 の 一 つ に コ ン ピ ュ ー タ の 普 及 に よ る キ ー ボ ー ド 操 作 や マ ウ ス 操 作 に よ る 筋 肉 の
緊 張 が 考 え ら れ る 。 す な わ ち 、 コ ン ピ ュ ー タ が 普 及 し て い る 現 代 に お い て は 、 １ 日 の 大 半
を コ ン ピ ュ ー タ ー 作 業 に 従 事 し て い る 人 が 少 な く な く 、 キ ー ボ ー ド 操 作 や マ ウ ス 操 作 に よ
り 、 指 を 伸 展 さ せ る の で 、 指 伸 筋 が 高 頻 度 に 使 用 さ れ 、 テ ニ ス 肘 を 発 症 し て い る 可 能 性 が
考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 来 、 こ の テ ニ ス 肘 を 治 療 す る た め に 、 肘 に バ ン ド を 巻 き 、 肘 を 締 め 付 け て 肘 の 動 き を
規 制 し て 、 回 復 を 早 め る こ と が 行 わ れ て い る 。 ま た 、 手 首 に バ ン ド を 巻 き 、 手 首 の 動 き を
規 制 す る こ と も 行 わ れ て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し 、 肘 や 手 首 に バ ン ド を 巻 き 、 固 定 す る の み で は テ ニ ス 肘 が 十 分 に 回 復 し な い と い
う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 者 は 、 前 述 し た よ う に 、 キ ー ボ ー ド 操 作 や マ ウ ス 操 作 に よ り テ ニ ス 肘 が 発 症 し て
い る こ と か ら 、 こ の キ ー ボ ー ド 操 作 や マ ウ ス 操 作 等 に お け る 手 指 及 び 手 関 節 の 伸 展 に よ り
上 腕 骨 外 側 上 顆 に か か る 負 荷 が 大 き く な っ て 痛 み が 生 じ る と 考 え た 。 そ こ で 、 短 橈 側 手 根
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伸 筋 の 付 着 部 付 近 （ 上 腕 骨 外 側 上 顆 ） に 筋 電 図 の 電 極 を 設 置 し 、 手 関 節 背 屈 及 び 指 （ 示 指
、 中 指 、 環 指 、 小 指 ） を 伸 展 さ せ た 時 に 得 ら れ る 電 位 の 振 幅 を 測 定 す る 実 験 を 行 っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 実 験 は 、 過 去 に 一 度 も 上 腕 骨 外 側 上 顆 に 痛 み を 感 じ た こ と の な い １ ０ 例 の 健 常 者 （
平 均 年 齢 ３ ７ ． ６ ± １ ４ ． ５ 歳 ） と １ ４ 例 の テ ニ ス 肘 患 者 （ ４ ５ ． １ ± ６ ． ３ 歳 ） の 計 ２
４ 例 と を 対 象 と し た 。 統 計 学 的 検 定 に は 、 カ イ 二 乗 検 定 及 び 一 元 配 置 分 散 分 析 が 用 い ら れ
た 。 短 橈 側 手 根 伸 筋 の 起 始 部 （ 外 側 上 顆 ） の 遠 位 ２ ｃ ｍ に 陽 極 を 、 さ ら に 遠 位 ２ ｃ ｍ に 陰
極 の 表 面 電 極 を 設 置 し 、 ポ ー タ ブ ル 型 表 面 筋 電 計 （ マ ッ ス ル ア ナ ラ イ ザ ー ： MPジ ャ パ ン 社
） を 用 い て 整 流 化 平 均 電 位 活 動 性 （ rectified average electric activity ） を 計 測 し た
。 テ ニ ス 肘 患 者 で は 罹 患 側 に 電 極 を 設 置 し た 。 健 常 者 で は 全 て 利 き 腕 に 電 極 を 設 置 し た 。
こ れ は 、 テ ニ ス 肘 は 圧 倒 的 に 利 き 腕 側 に 発 症 し や す い と の 報 告 が あ る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 筋 電 図 計 測 時 の 負 荷 は 、 以 下 の 方 法 で か け た 。 １ ） 手 関 節 背 屈 ： 全 て の 指 関 節 を 軽 度 屈
曲 し （ リ ラ ッ ク ス し た 状 態 ） 、 手 関 節 掌 背 屈 ０ 度 の 状 態 か ら 手 関 節 を 最 大 背 屈 し 、 こ の 状
態 を １ ０ 秒 間 保 持 さ せ た 。 ２ ） 指 伸 展 （ 示 指 、 中 指 、 環 指 、 小 指 ） ： 手 関 節 掌 背 屈 ０ 度 の
状 態 か ら 、 １ ０ 秒 間 Ｍ Ｐ 関 節 の み を 最 大 伸 展 （ Ｄ Ｉ Ｐ 及 び Ｐ Ｉ Ｐ 関 節 は 屈 伸 ０ 度 )さ せ た
。 な お 、 各 指 の 計 測 時 に は 他 指 の Ｍ Ｐ 関 節 の 活 動 を 防 ぐ 為 、 介 助 者 が プ ラ ス チ ッ ク 定 規 を
用 い て 他 指 の 伸 展 を 抑 制 し た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 の １ ０ 秒 間 負 荷 を か け た と き の 整 流 化 電 位 の 積 分 値 （ １ ０ 秒 間 の 活 動 電 位 の 合 計 ）
を 求 め た 。 活 動 電 位 の 合 計 を 求 め る こ と に よ っ て 、 各 運 動 で 上 腕 骨 外 側 上 顆 に ど れ く ら い
の 負 担 が か か る か が 数 値 的 に 算 定 で き る 。 な お 、 負 荷 動 作 は 各 動 作 を ３ 回 ず つ 行 い 、 そ の
平 均 値 を 個 々 の 患 者 の 計 測 値 と し た 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ９ は 、 手 関 節 及 び 全 て の 指 が 伸 展 し た と き の 活 動 電 位 の 合 計 が 示 さ れ た グ ラ フ で あ る
。 中 指 で 最 も 高 い 電 位 が 得 ら れ た 症 例 は 、 ２ ４ 例 中 １ ５ 例 （ ６ ２ ． ５ ％ ） で あ り 、 手 関 節
は ２ ４ 例 中 ９ 例 （ ３ ７ ． ５ ％ ） で あ り 、 示 指 、 環 指 、 小 指 に お い て 最 も 高 い 電 位 が 得 ら れ
た 症 例 は 皆 無 で あ る こ と が 分 か る 。 こ の 傾 向 は 健 常 群 で も テ ニ ス 肘 群 で も 差 は な か っ た 。
つ ま り 、 患 者 で も 健 康 な 者 で も 、 手 関 節 背 屈 時 よ り も 中 指 伸 展 時 の 方 が 上 腕 骨 外 側 上 顆 に
か か る 負 荷 が 大 き い こ と が 分 か る 。 短 橈 側 手 根 伸 筋 は 外 側 上 顆 を 起 始 と し 、 伸 筋 支 帯 の 下
の 第 ２ 管 を 通 り 手 背 に 至 り 、 第 ３ 中 手 骨 底 の 背 面 に 達 す る と い う 理 由 か ら 中 指 の 伸 展 動 作
は 、 外 上 顆 へ の 負 荷 を 高 め る と 考 え ら れ る 。 こ れ ら の 結 果 か ら 本 発 明 者 は 、 手 関 節 の み な
ら ず 中 指 の 伸 展 も 規 制 す る こ と に よ り 、 上 腕 骨 外 側 上 顆 へ の 負 荷 を 弱 め 、 テ ニ ス 肘 の 痛 み
を 軽 減 す る こ と が で き る と 考 え た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 上 腕 骨 外 側 上 顆 へ の 負 荷 を 弱 め て テ ニ ス 肘 に よ る 痛 み を 軽 減 し 、 テ ニ
ス 肘 の 発 症 を 予 防 す る こ と が 出 来 る テ ニ ス 肘 治 療 具 の 提 供 に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に 係 る テ ニ ス 肘 治 療 具 は 、
（ １ ） 長 手 方 向 に 伸 長 可 能 で あ り 、 一 端 部 が 引 張 ら れ つ つ 手 首 に 巻 き 付 け ら れ て 上 記 一 端
部 が 他 端 部 側 に 取 り 付 け ら れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 手 首 固 定 部 、
及 び
（ ２ ） そ の 長 手 方 向 に 伸 長 可 能 な 紐 状 で あ っ て 、 所 定 位 置 の 分 岐 部 で 分 岐 し て お り 、 上 記
分 岐 部 が 指 の 背 側 の 付 け 根 部 に 合 わ せ ら れ 、 分 岐 側 の 両 先 端 部 が 引 張 ら れ つ つ 上 記 付 け 根
部 の 両 側 で 折 り 返 さ れ て 、 上 記 両 先 端 部 が 上 記 手 首 固 定 部 に 取 り 付 け ら れ る よ う に 構 成 さ
れ て い る 指 固 定 部
を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 好 ま し く は 、 上 記 手 首 固 定 部 の 一 端 部 と 他 端 部 と に 面 フ ァ ス ナ が 設 け ら れ て い る 。
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【 ０ ０ １ ５ 】
　 好 ま し く は 、 指 固 定 部 の 分 岐 側 の 両 先 端 部 に 、 面 フ ァ ス ナ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 好 ま し く は 、 上 記 指 固 定 部 の 非 分 岐 側 端 部 が 、 上 記 手 首 固 定 部 に 着 脱 自 在 に 構 成 さ れ て
い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の テ ニ ス 肘 治 療 具 に よ れ ば 、 手 首 及 び 指 、 特 に 中 指 の 伸 展 が 規 制 さ れ る の で 、 上
腕 骨 外 側 上 顆 へ の 負 荷 が 弱 め ら れ 、 筋 肉 の 緊 張 が 抑 制 さ れ 、 テ ニ ス 肘 の 痛 み が 軽 減 し 、 テ
ニ ス 肘 の 発 症 が 予 防 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 手 首 固 定 部 の 一 端 部 と 他 端 部 と に 面 フ ァ ス ナ が 設 け ら れ て い る 場 合 は 、 着 脱 が 容 易 で あ
る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 指 固 定 部 の 分 岐 側 の 両 先 端 部 に 面 フ ァ ス ナ が 設 け ら れ て い る 場 合 は 、 手 首 固 定 部 へ の 取
り 付 け が 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 指 固 定 部 の 非 分 岐 側 端 部 が 、 手 首 固 定 部 に 着 脱 自 在 に 構 成 さ れ て い る 場 合 は 、 装 着 者 の
手 指 の 大 き さ に 合 わ せ て 指 固 定 部 の 長 さ を 調 節 す る こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 、 手 首 固 定 部
の 幅 方 向 の い ず れ の 端 部 に も 指 固 定 部 を 取 り 付 け る こ と が 出 来 る の で 、 手 首 固 定 部 の 上 記
一 端 部 を 装 着 者 が 引 っ 張 り や す い 方 に 配 し た 状 態 で 、 指 固 定 部 を 取 り 付 け る こ と が 出 来 る
。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 下 、 適 宜 図 面 が 参 照 さ れ つ つ 、 好 ま し い 実 施 形 態 に 基 づ い て 本 発 明 が 詳 細 に 説 明 さ れ
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る テ ニ ス 肘 治 療 具 １ が 手 指 ４ に 装 着 さ れ て マ ウ ス ５ の
操 作 が さ れ て い る 状 態 が 示 さ れ た 斜 視 図 、 図 ２ は 、 テ ニ ス 肘 治 療 具 １ が 手 指 に 装 着 さ れ た
状 態 が 示 さ れ た 平 面 図 、 図 ３ は 図 ２ の 裏 面 図 で あ る 。 ま た 、 図 ４ は 、 テ ニ ス 肘 治 療 具 １ が
示 さ れ た 平 面 図 、 図 ５ は 、 図 ４ の 裏 面 図 で あ る 。 テ ニ ス 肘 治 療 具 １ は 、 手 首 固 定 部 ２ 及 び
指 固 定 部 ３ を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 手 首 固 定 部 ２ は 、 矩 形 状 で あ り 、 ゴ ム 糸 等 を メ ッ シ ュ 状 に 折 り 込 ん で 伸 縮 性 を 持 た せ た
布 材 か ら な る の で 、 長 手 方 向 に 伸 長 可 能 で あ る 。 手 首 固 定 部 ２ の 一 端 側 に は 、 上 下 方 向 に
分 か れ た 二 つ の 端 部 ２ ２ 及 び 端 部 ２ ３ が 設 け ら れ て お り 、 他 端 側 に は 手 首 固 定 部 ２ の 略 半
分 を 占 め て 、 面 フ ァ ス ナ の パ イ ル 部 ２ １ が 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 端 部 ２ ２ 及 び 端 部 ２
３ の 裏 面 に は 面 フ ァ ス ナ の フ ッ ク 部 ２ ４ 及 び フ ッ ク 部 ２ ５ が そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 指 固 定 部 ３ は 、 紐 状 で あ り 、 ゴ ム 糸 等 を メ ッ シ ュ 状 に 折 り 込 ん で 伸 縮 性 を 持 た せ た 布 材
か ら な る の で 、 長 手 方 向 に 伸 長 可 能 で あ る 。 指 固 定 部 ３ は 、 長 さ の 略 １ ／ ３ の 位 置 の 分 岐
部 ３ ３ で ２ つ に 分 岐 し て い る 。 分 岐 側 の ２ つ の 端 部 ３ １ 及 び 端 部 ３ ２ の 裏 面 に は 、 面 フ ァ
ス ナ の フ ッ ク 部 ３ ４ 及 び フ ッ ク 部 ３ ５ が 設 け ら れ て い る 。 こ の フ ッ ク 部 ３ ４ 及 び フ ッ ク 部
３ ５ が 設 け ら れ た 、 指 固 定 部 ３ の 裏 面 の 他 端 部 に は 、 面 フ ァ ス ナ の フ ッ ク 部 ３ ６ が 設 け ら
れ て い る 。 指 固 定 部 ３ の 長 手 方 向 の 端 部 と 、 端 部 ３ １ 及 び 端 部 ３ ２ と は 、 バ イ ア ス テ ー プ
３ ７ で 覆 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た テ ニ ス 肘 治 療 具 １ は 、 次 の よ う に し て 使 用 さ れ る 。 ま ず 、 装 着
者 は 、 自 己 の 手 指 の 大 き さ に 合 わ せ て 、 指 固 定 部 ３ の 一 端 部 に 設 け ら れ た フ ッ ク 部 ３ ６ を
、 手 首 固 定 部 ２ の パ イ ル 部 ２ １ の 任 意 の 位 置 に 噛 合 さ せ る 。 次 に 、 装 着 者 は 、 テ ニ ス 肘 治
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療 具 １ を 裏 返 し 、 テ ニ ス 肘 が 発 症 し て い る 方 の 手 ４ の 手 首 を 手 首 固 定 部 ２ の 裏 面 に 合 わ せ
る 。 そ し て 、 ２ つ に 分 岐 し て い る 側 の 端 部 ２ ２ 及 び 端 部 ２ ３ を 引 っ 張 り つ つ 、 手 首 固 定 部
２ を 手 首 に 巻 き 付 け て 、 端 部 ２ ２ 及 び 端 部 ２ ３ の 裏 面 の フ ッ ク 部 ２ ４ 及 び フ ッ ク 部 ２ ５ を
パ イ ル 部 ２ １ に 噛 合 さ せ て 固 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 次 に 、 装 着 者 は 手 ４ を 起 こ し 、 指 固 定 部 ３ の 分 岐 部 ３ ３ を 中 指 ４ １ の 背 側 の 付 け 根 部 に
合 わ せ る 。 そ し て 、 分 岐 側 の 端 部 ３ １ 及 び 端 部 ３ ２ を 他 方 の 手 で 引 張 り つ つ 上 記 付 け 根 部
の 両 側 で 折 り 返 し て 、 手 ４ の 掌 側 を 橋 渡 し し 、 端 部 ３ １ 及 び 端 部 ３ ２ を 手 首 固 定 部 ２ の パ
イ ル 部 ２ １ に 噛 合 さ せ て 固 定 す る 。 図 ６ は 、 指 固 定 部 ３ の 端 部 ３ １ 及 び 端 部 ３ ２ が 引 っ 張
ら れ つ つ 中 指 ４ １ の 背 側 の 付 け 根 部 の 両 側 で 折 り 返 さ れ て 、 手 首 固 定 部 ２ の パ イ ル 部 ２ １
に 留 め ら れ る 状 態 が 示 さ れ た 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 実 施 形 態 に 係 る テ ニ ス 肘 治 療 具 １ に つ き 、 ２ ４ 例 の テ ニ ス 肘 患 者 （ 平 均 年 齢 ： ４ ６ ．
６ ± １ ０ ． ６ 歳 、 男 ： ６ 例 、 女 ： １ ８ 例 ） を 対 象 に 臨 床 試 験 を 行 っ た 結 果 が 以 下 に 示 さ れ
る 。 ２ ４ 例 の 患 者 の う ち 誕 生 日 が 奇 数 日 の 者 （ １ ３ 例 ） に は 、 本 発 明 に 係 る テ ニ ス 肘 治 療
具 １ を 装 着 さ せ 、 誕 生 日 が 偶 数 の 者 （ １ １ 例 ） に は 、 従 来 の 肘 を 締 め 付 け る バ ン ド を 装 着
さ せ 、 １ 週 間 後 に 評 価 を 行 っ た 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 疼 痛 の 評 価 は 、 Visual Analogue Scale （ 視 覚 疼 痛 指 数 、 以 下 、 Ｖ Ａ Ｓ と 略 す ） で 行 っ
た 。 こ の Ｖ Ａ Ｓ は 、 １ ０ ０ ｍ ｍ の 線 上 で 「 左 端 が 全 然 痛 く な い 、 右 端 が 最 高 に 痛 い と し た
場 合 、 今 の 貴 方 の 痛 み を 見 た 目 で 示 し て 下 さ い 。 」 と 問 い 、 左 端 か ら 患 者 が 示 し た 位 置 ま
で の ｍ ｍ 数 を ％ 表 示 し た も の で あ る 。 Ability of Daily Living （ 日 常 生 活 動 作 能 力 、 以
下 Ａ Ｄ Ｌ と 略 す ） の 困 難 度 は 、 各 動 作 （ １ ． ズ ボ ン を 履 く 、 ２ ． ペ ッ ト ボ ト ル の 蓋 を 外 す
、 ３ ． ぬ れ た タ オ ル を 絞 る 、 ４ ． 雑 巾 で 床 の 拭 き 掃 除 を す る 、 ５ ． ノ ブ を 回 し て ド ア を 開
け る 、 ６ ． ビ ー ル の 大 瓶 を 片 手 で 運 ぶ 、 ７ ． パ ソ コ ン の キ ー ボ ー ド や マ ウ ス を 使 う 、 ８ ．
テ ニ ス や ゴ ル フ 等 の 握 力 を 要 す る ス ポ ー ツ ） に つ い て 簡 単 に 出 来 る 場 合 は ０ 点 、 困 難 で あ
る 場 合 は １ 点 と し て 、 そ の 合 計 点 数 を 求 め た 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ７ は 、 テ ニ ス 肘 治 療 具 １ の 装 着 群 及 び 従 来 の バ ン ド 装 着 群 そ れ ぞ れ に つ き 、 Ｖ Ａ Ｓ の
変 化 が 示 さ れ た グ ラ フ で あ り 、 図 ８ は 、 テ ニ ス 肘 治 療 具 １ の 装 着 群 及 び 従 来 の バ ン ド 装 着
群 そ れ ぞ れ に つ き 、 Ａ Ｄ Ｌ の 困 難 度 の 変 化 が 示 さ れ た グ ラ フ で あ る 。 以 上 の よ う に し て 得
ら れ た Ｖ Ａ Ｓ に つ き 、 治 療 後 の 値 か ら 治 療 前 の 値 を 引 い た 寛 解 度 が 求 め ら れ 、 Ａ Ｄ Ｌ の 困
難 度 に つ き 、 治 療 後 の 値 か ら 治 療 前 の 値 を 引 い た 寛 解 点 数 が 求 め ら れ た （ マ イ ナ ス 値 が 寛
解 し た こ と を 示 す ） 。 統 計 学 的 検 定 に は 、 カ イ 二 乗 検 定 及 び 一 元 配 置 分 散 分 析 が 用 い ら れ
た 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 年 齢 、 性 別 に 関 し 、 テ ニ ス 肘 治 療 具 １ の 装 着 群 と 従 来 の バ ン ド 装 着 群 と で 有 意 差 は な い
（ 有 意 確 率 ｐ ＞ ０ ． ０ ５ ） 。 図 ７ に 示 さ れ る 、 Ｖ Ａ Ｓ の 治 療 前 後 の 寛 解 度 は 、 テ ニ ス 肘 治
療 具 １ の 装 着 群 に お い て は － ３ ８ ． ５ ± ３ ２ ． ５ ％ 、 従 来 の バ ン ド 装 着 群 に お い て は － ８
． ７ ± ２ ４ ． ４ ％ で あ り 、 テ ニ ス 肘 治 療 具 １ の 装 着 群 は 従 来 の バ ン ド 装 着 群 と 比 較 し て 有
意 に 改 善 し た こ と が 分 か る （ ｐ ＝ ０ ． ０ ２ １ ） 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ８ に 示 さ れ る 、 Ａ Ｄ Ｌ の 困 難 度 の 寛 解 点 数 は 、 テ ニ ス 肘 治 療 具 １ の 装 着 群 に お い て は
－ ３ ． ２ ± ２ ． ６ 点 で あ り 、 従 来 の バ ン ド 装 着 群 に お い て は － ０ ． １ ± ２ ． ３ 点 で あ り 、
テ ニ ス 肘 治 療 具 １ の 装 着 群 で 改 善 し て お り 、 両 群 間 で 有 意 差 が あ る こ と が 分 か る （ ｐ ＝ ０
． ０ ０ ５ ） 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に 係 る テ ニ ス 肘 治 療 具 １ を 装 着 す る こ と に よ り 、 日 常 生 活 に お い
て 短 橈 側 手 根 伸 筋 や 総 指 伸 筋 が 他 動 的 に ス ト レ ッ チ さ れ 、 短 橈 側 手 根 伸 筋 の 運 動 が 他 動 的
に 制 御 さ れ る の で 、 １ 週 間 と い う 短 期 間 で テ ニ ス 肘 の 痛 み が 軽 減 し 、 コ ン ピ ュ ー タ ー を 使
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用 す る 作 業 の 再 開 が 可 能 に な っ た と 考 え ら れ る 。 本 発 明 に 係 る テ ニ ス 肘 治 療 具 １ は 、 コ ン
ピ ュ ー タ 社 会 で あ る 現 代 に お け る 問 題 を 有 効 に 解 決 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 テ ニ ス 肘 の 原 因 は 、 加 齢 を 基 盤 と し て 繰 り 返 さ れ る 微 少 外 力 に よ り 上 腕 骨 外 側 上 顆 に 起
始 す る 短 橈 側 手 根 伸 筋 の 断 裂 で あ る と の 報 告 が な さ れ て お り 、 こ の テ ニ ス 肘 の 再 発 を 予 防
す る た め に は 、 テ ニ ス 肘 治 療 具 １ の 装 着 に よ り 痛 み が 軽 減 さ れ た 後 に 、 短 橈 側 手 根 伸 筋 に
対 す る 自 動 抵 抗 運 動 等 に よ る 運 動 療 法 を 行 う の が 効 果 的 で あ る と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 発 明 に 係 る テ ニ ス 肘 治 療 具 １ は 、 例 え ば ポ リ エ ス テ ル ９ ５ ％ 、 ポ リ ウ レ タ ン ５ ％ か ら
な り 、 水 濡 れ 後 の 速 乾 性 を 有 し 、 水 濡 れ 時 に 皮 膚 面 へ の ベ ト 付 き を 低 減 す る 折 り 構 造 を 有
し た 水 着 素 材 か ら 構 成 す る こ と に し て も よ い 。 こ れ に よ り 炊 事 や 水 掃 除 等 の 水 仕 事 を す る
場 合 に お い て も 、 テ ニ ス 肘 治 療 具 １ を 外 す 必 要 が な く 、 よ り 早 期 に テ ニ ス 肘 を 改 善 す る こ
と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 な お 、 上 記 実 施 形 態 に お い て は 、 手 首 固 定 部 ２ の 両 端 部 同 士 を 取 着 さ せ る 手 段 と し て 、
両 端 部 に 面 フ ァ ス ナ を 設 け た 場 合 に つ き 説 明 し て い る が こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、
金 属 製 又 は 合 成 樹 脂 製 の フ ッ ク の よ う な 係 止 手 段 を 設 け る こ と に し て も よ い 。 ま た 、 指 固
定 部 ３ を 手 首 固 定 部 ２ に 取 着 さ せ る 手 段 も 面 フ ァ ス ナ に 限 定 さ れ ず 、 金 属 製 又 は 合 成 樹 脂
製 の フ ッ ク の よ う な 係 止 手 段 で も よ い 。 但 し 、 面 フ ァ ス ナ の 方 が 取 り 付 け が 容 易 で あ り 、
装 着 者 の 手 指 ４ の 大 き さ に 合 わ せ て 、 手 首 固 定 部 ２ の 両 端 部 の 取 り 付 け 位 置 や 、 指 固 定 部
３ の 手 首 固 定 部 ２ へ 取 り 付 け 位 置 を 自 由 に 変 更 出 来 る の で 、 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 に お い て は 、 指 固 定 部 ３ に よ り 中 指 ４ １ の 伸 長 を 規 制 し た 場 合 に つ
き 説 明 し て い る が こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 装 着 者 に と っ て コ ン ピ ュ ー タ 操 作 時 に
伸 長 し や す い 他 の 指 に 指 固 定 部 ３ を 掛 け て 、 こ の 指 の 伸 長 を 規 制 す る こ と に し て も よ い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 発 明 は 、 テ ニ ス 肘 の 治 療 及 び 予 防 を す る た め に 適 用 さ れ 得 る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る テ ニ ス 肘 治 療 具 が 手 指 に 装 着 さ れ て マ ウ ス の
操 作 が さ れ て い る 状 態 が 示 さ れ た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る テ ニ ス 肘 治 療 具 が 手 指 に 装 着 さ れ た 状 態 が 示
さ れ た 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 図 ２ の 裏 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る テ ニ ス 肘 治 療 具 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 図 ４ の テ ニ ス 肘 治 療 具 の 裏 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 指 固 定 部 の 端 部 が 引 っ 張 ら れ つ つ 中 指 の 背 側 の 付 け 根 部 の 両 側 で 折 り 返
さ れ て 、 手 首 固 定 部 の パ イ ル 部 に 留 め ら れ る 状 態 が 示 さ れ た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 テ ニ ス 肘 治 療 具 の 装 着 群 及 び 従 来 の バ ン ド 装 着 群 そ れ ぞ れ に つ き 、 Ｖ Ａ
Ｓ の 変 化 が 示 さ れ た グ ラ フ で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ８ は 、 テ ニ ス 肘 治 療 具 の 装 着 群 及 び 従 来 の バ ン ド 装 着 群 そ れ ぞ れ に つ き 、 Ａ Ｄ
Ｌ の 困 難 度 の 変 化 が 示 さ れ た グ ラ フ で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ９ は 、 健 常 群 と テ ニ ス 肘 群 に つ き 、 手 関 節 及 び 全 て の 指 が 伸 展 し た と き の 活 動
電 位 の 合 計 が 示 さ れ た グ ラ フ で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 　 １ ・ ・ ・ テ ニ ス 肘 治 療 具
　 　 ２ ・ ・ ・ 手 首 固 定 部
　 　 ２ １ ・ ・ ・ パ イ ル 部
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　 　 ２ ２ ・ ・ ・ 端 部
　 　 ２ ３ ・ ・ ・ 端 部
　 　 ２ ４ ・ ・ ・ フ ッ ク 部
　 　 ２ ５ ・ ・ ・ フ ッ ク 部
　 　 ３ ・ ・ ・ 指 固 定 部
　 　 ３ １ ・ ・ ・ 端 部
　 　 ３ ２ ・ ・ ・ 端 部
　 　 ３ ３ ・ ・ ・ 分 岐 部 　 　
　 　 ３ ４ ・ ・ ・ フ ッ ク 部
　 　 ３ ５ ・ ・ ・ フ ッ ク 部
　 　 ３ ６ ・ ・ ・ フ ッ ク 部
　 　 ３ ７ ・ ・ ・ バ イ ア ス テ ー プ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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